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概要：

軽水炉材料の高経年化対応研究を通してみた、

基盤産業分野における研究の実用化の道筋の

例を紹介し、基盤産業分野における研究者に求

められる視点、資質、仕事の進め方について紹

介し、社会における研究開発の在り方や研究者

に求められる視点、資質、仕事の進め方につい

て理解を広げていただく一助としたい。
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